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発行：２０１８年３月３１日

ＦＬＪからの諸連絡について
（１）冊子類の在庫数の減少について

　	 　いくつかの書籍について、在庫数
の減少から配布を一時的に停止して
います。既に増刷に向けた作業を開
始していますが、一部の冊子につい
ては、内容をよりわかりやすくする
ための再校正も控えており、早めの
在庫補充を目指して作業を進めてお
りますので、再配布までもうしばら
くお待ちいただくようお願い申し上
げます。

　	 　現在、在庫が切れております「人
口過剰との戦い」については、内容
が古いため再印刷を行わず、フィ
グのミッション知識の資料として、
Ｗ eb サイト上への無料公開を行う
予定で作業を進めております。人口
過剰の啓蒙資料は現在、「人口過剰シ
リーズＮｏ１、２」が刊行されてお
りますのでこちらをご利用ください。

（２）「真実の杯」の部分公開

　	 　ご案内が遅れましたがＷｅｂサイ
ト上で、２０１６年１０月１日より
「真実の杯」第 1、2章の無料公開（部
分公開）が始まっています。この資
料はインターネットを経由して、ど
なたでも無料でダウンロードするこ
とができますので、ご自身の勉強の

ために是非ご活用ください。
	 　また３章以降の公開についても、

校正作業が完了次第に順次公開して
いく予定となっております。

	 　さて「真実の杯」の翻訳完了につ
いて２０１６年１１月に全章の翻訳
が完了いたしましたことを報告させ
て頂きます。この翻訳作業は開始か
ら完了まで約６年の歳月がかかるこ
ととなりました。

	 　この間、翻訳に必要となる多額の
費用について、読者のみなさまから
の温かいご支援によってまかなわれ
てまいりました。また、その後の校
正作業におきましても、ご協力のも
と約４年間の歳月をかけて、ひとま
ずの成果（部分公開）を達成するこ
とができました。この場をおかりし
て、ご支援を頂いた読者のみなさま、
また校正に協力していただいたみな
さまに対して深く御礼を述べさせて
いたただきます。今後も全章の校正
完了・Ｗｅｂ公開、さらにその後の
製本・出版を目指して作業を進めて
いく所存でございます。

　
（３）書籍「ＯＭ」の翻訳開始について

	 　「真実の杯」と並ぶ重要な書物であ
る書籍「ＯＭ」について、ＦＬＪの

長期計画に基づく出版作業が開始さ
れたことをご報告いたします。

	 　既にＦＩＧＵスイスとの出版契約
は締結され、翻訳作業を開始してお
りますが、この書物は大型の書物で
「真実の杯」と同規模の分量（ページ
数）があり、翻訳作業にも同等の期
間（約６年）を見込んでおります。

	 　また、その後に控える校正・出版
まではさらに相応の時間が必要と予
測されますが、出版計画の進み具合
については、内容の一部抜粋なども
交え、みなさまに定期的にご報告し
ていく予定です。

　	 　この書籍の出版を実現するには、
多額費用が予測されますが、翻訳作
業を終えた「真実の杯」に続きまして、
書籍「ＯＭ」の出版計画についても、
読者の皆様からの特別なご寄付の受
け入れを予定しています。趣旨にご
賛同いただける方におかれましては、
ご支援をよろしくお願い申し上げま
す。

（４）小冊子２冊の発刊のお知らせ

	 　既に、Ｗ ebサイトで配布を開始し
ておりますが小冊子２冊が新刊され
ております。詳細は巻末の紹介をご
覧ください。　
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2ＦＬＪ通信第７号

２０１６年１１月６日のプターとビ
リーの間で行われた第６６３回会見
記録の抜粋

ビリー：… 聞きたいのはこういう
ことだ。君はしばらく前に、「アメ
リカで大統領をめぐるかつてない
粗末な選挙戦は幸いにもアメリカ
市民の大多数が、より小さい悪を
選ぶ形で決着し、それによって世
界大戦が回避される」と言ったね。

だが、それについて私は黙って
いる。このセンターでも「壁に耳
あり」だからだが、もしすべて世
間に公表されてアメリカにも届い
たら、それは好ましいことではな
く、選挙にも悪影響を及ぼしただ
ろう。なんらかの連中が、選挙で
クリントンが「ばっさりやられ」、
トランプが権力の座につくことを
嗅ぎつけるかもしれないからだ。

プター：君が少しでも喋っていた
ら本当に危険だった。というのは
私が君に打ち明けた内容を知った
なら、政府内部や諜

ちょうほう

報機関の一部
で非常にかんばしくない不穏な動
きが起こっただろうから。例を見
ない選挙操作が行われただろうし、
トランプの命を狙う攻撃も起きた
だろう。それも諜報機関によるだ

けでなく、一連の狂信的な民主党
支持者からもだ。トランプは共和
党に所属しているにもかかわらず、
共和党側からは何の支援も得られ
なかった。だが、トランプの行動
について私の意見を明らかにする
ならば、彼はもともと自分自身が
政党を代表していたと言わざるを
得ない。それはまさしく彼自身の、
いわゆる一人政党だ。君が正しく
判断したように、トランプは少な
くとも立候補者としては選挙戦の
動機も支離滅裂で破天荒な人間だ。

だが、それ以外では気立てがよ
く悪意はないと言わねばならない。

ロシアとプーチンに関しても、
トランプなら彼らと平和的に政治、
軍事、経済の面で協調関係を誠実
に追求するだろう。これと反対に
クリントンはロシアに対して陰険
で邪悪な戦争の企

たくら

みを抱いており、 
そのため最初にシリアで戦ってい
るロシア軍に対して軍事行動を起
こし、ロシア自体に対しても戦争
の攻撃を仕掛けようと思っている。

事実、この攻撃の企みは、プー
チンそしてロシアの敵として彼女
が長年抱いてきたものであり、実
現しようとも思っている。もし彼
女が大統領選に勝利したなら、核
戦争は避けられなかっただろう。

だが私が６月３０日に君に言ったよ
うに、幸いにもそうはならなかっ
た。もちろん次の水曜日にトラン
プが選挙に勝てば、世界がショッ
クを受けるだろう。それは彼の語
り口がいつもながら決して洗練さ
れたものではないからだ。だが、
彼はいろいろな方面で良い方策を
持っており、合衆国大統領として、
そのことを助言者やその他の連中
から邪魔されなければ実現したい
と考えている。そうした連中は権
力欲から彼を自分たちのやり方に
従って動かそうと思い、ある事柄
では実際にそうなるに違いない。

それはこれまですべての合衆国
大統領においてそうだったし、こ
れからもそうだろう。しかし、も
しトランプが成功したら、彼はグ
ローバル化に抵抗するだろうし、
アメリカがこれまであまりに多く
の外国に介入し、それによって自
国の秩序を顧みてこなかったこと
に反対して、秩序を再構築するだ
ろう。だが、彼が自分の基本的な
考えを実現できるかは時が証明す
る。というのもトランプの他に、
彼のまわりには権力亡者が群がり、
彼を自由な意思で行動させずに自
分たちの裁量で操ろうとするから
である。オバマの場合もそうであ

みなさまのお手元にようやく
新しいＦＬＪ通信をお届けする
ことができました。果たした責
務に旨をなで下ろしているとこ
ろでございます。

昨年２０１７年は「真実の
杯」のインターネット公開（部
分）に多くの作業時間を投入し
た結果、ＦＬＪ業務が遅れるこ
ととなりました。なかなか目に
見える活動をご紹介することが

できず忍びないところではござ
いますが、おかげさまでＦＬＪ
も６年目のスタートをきること
ができました。

これまでも内外の様々な課題
や障害を乗り越え運営してまい
りましたが、これからも在庫数
の僅かな書籍の補充や欠品書籍
の増刷、在庫管理や販売管理の
改善、人口過剰問題における啓
蒙活動などなど、課題が沢山あ

り、淡々とＦＬＪのフィグ・ミッ
ションを遂行してきたいと考え
ています。

これまでも、私達は自分に許
容される可能性の限りにおい
て、ＦＬＪを精一杯に運営して
まいりました。それはこれから
も変わりません。特に「真実の
杯」においては、翻訳開始から
年月が経っており、皆さんのお
手元に成果として一日でも早く

お届けできるよう作業を進めて
います。

読者の皆様からいただく温か
いご支援は、ＦＬＪの運営に
とって重要な糧ですが、これか
らもフィグの目的外に使用され
ることが無いことをお約束いた
します。引き続きＦＬＪ活動を
粛々と進めてまいりますので、
よろしくお願いいたします。

小林　裕昌

ＦＩＧＵ時事速報５７号からの抜粋（２０１６年アメリカ合衆国大統領選挙）

編 集 手 記

FIGU-ZEITZEICHEN Nr.57,P1-P2[US-Amerikas Wahlkampf 2016] 



3ＦＬＪ通信第７号

り、オバマには自分の意志を貫徹
するために必要なものが欠けてい
た。トランプは政治家ではなく実
業家なので、この点では大統領と
して自分の政府内部で厳しい立場
にあるだろう。これは彼の外交政
策に関してもそうだろう。ここで
も独裁ＥＵの策謀が決定的となるだ
ろう。なぜならトランプが大統領
に就任したら、独裁ＥＵは交渉を再
開し、今回の選挙で失われたホワ
イトハウスおよびアメリカ政府と
の緊密な関係を新たな折衝によっ
て得ようと努めるからだ。

そして私には分かっているが、 
独裁ＥＵはアメリカを自分の側に
つけて、アメリカと一緒に政治、
経済および軍事の強大な連合を形
成しようと企てるだろう。そのよ
うな連合の企ては非常に早い段階
に、それも独裁ＥＵを見舞う最初の
ショックが消えたらすぐに始まる
だろう。独裁ＥＵはドナルド・トラ
ンプではなく、独裁ＥＵにとって魅
力的で好ましいヒラリー・クリン
トンが選挙に勝つと予想している

のだ。

ビリー：どうなるか見ることにしよ
う。私は君の６月の予告が正しかっ
たことを疑ってはいない。

それは、破天荒な人間もしくは
より小さい悪が合衆国大統領選と
して勝つ、まさにトランプが…と
…
ビリー：再度ドナルド・トランプに
ついて質問だが、君はこの男は気
立てが良くて悪意はなく、しかし
いくつかの事柄で全く偽りの情報
を与えられていると言ったね。こ
れはどのように理解すべきだろう
か？

プター：彼は敵対者から罵
ののし

られてい
るような馬鹿でもなければ悪い人
間でもない。敵対者はトランプに
対してけしかけ、暴動まで起こそ
うと企てている。なぜなら彼らは
みな敵のヒラリー・ クリントンが
本当はどれほど陰険な考えや計画
を抱いているか知らないからだ。

もし彼女が権力を握ったら世界

の破局を引き起こすだろう。トラ
ンプの選挙演説について言えば、
それらはまずもってまさしく戦闘
演説であり、その全体が実効的な
ものとして理解されてはならない。
というのも君がよくそういう演説
のことを呼んだように、非常に過
激に聞こえる「絶叫：選挙口上」
は一部もしくは全部真面目に受け
取るべきではなく、就任後はたい
てい緩和されるからだ。そのうえ
トランプは彼が発言しているいく
つかの事柄で誤った情報を与えら
れている。たとえば気候変動やオ
バマケアなどに関してだが、これ
については彼が熟考するようにな
るという希望はある。

ビリー： ああ、君の言葉はそうい
う意味だったのか。

プター：それは説明しておくべき
だったね。

ビリー：結局そうしてくれたのだか
ら問題ないよ。・・・

２０１５年１０月２５日、第６３３回
公式コンタクト記録からの抜粋

ビリー：残念ながら、自分達の同胞
に暴力と強制を加えることが許さ
れ、そのために責任を問われるこ
とはないなどと思い込んでいる独
裁的気質の人間は大勢いる。その
ような悲しむべき事実を、私は抑
留された連合軍兵士に対する非人
道的な運営の収容所でも目撃した。

それは実際には仮設の収容所で
監獄と呼べる代物ではなかった。

君の父親のスファートが見せてく
れたのだが、スイス軍が１９４０年
代にズールゼーのどこか近くで抑
留［：ハーグ条約によ

る中立国の処置］された兵士を、みじめ
に飼われ痛めつけられた動物のよ
うに扱い、かろうじて生きながら
えさせていた。

スファートが私に説明したとこ
ろ に よ る と、 収 容 所 司 令 官 の 犯
罪 的 な ス イ ス 人 は ナ チ で、 ド イ
ツでナチとして活動していたが、
１９３９年に戦争が始まるとスイス
に戻って再び軍隊に入隊し、やが

て収容所司令官としてナチの流儀
で働き、連合軍の抑留者をまるで
汚物のように扱った。

完全に見えないように遮蔽され
たスファートのシップから私が見
たその男は、スファートも私も堕
落した良心のない人間に分類した
が、やはりスファートが幾つか見
せてくれたドイツの強制収容所に
おけるナチの手先と同じ振る舞い
をした。私は、そのときの家畜車
と貨車に拉致された人々をいっぱ
いに詰め込み、強制収容所［：ドイツ］

ＦＩＧＵ特別広報９５号からの抜粋（６３３回公式コンタクト記録）

FIGU-SONDER-BULLETIN Nr.95,P17-P28[ aus den 633. offiziellen Kontaktgespräch vom 25. Oktober 2015] 
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に運んで殺害した囚人輸送のこと
も覚えている。蒸気機関車の前面
に付いていた５６６２という番号す
らはっきり思い出せる。

しかしズールゼー近くの（正確
な場所の名前は忘れてしまったが）
収容所で起きたこと、それは収容
所の司令官に与えられた権力によ
るもので、彼は抑留者をまるで汚
物、奴隷、さらにはそれ以下のも
のとして扱い、ゴミの中で生活さ
せ、餓死寸前の状態に追いやり、
所持品を奪い、そして彼らの多く
が強姦されるのを許した、と君の
父スファートは私に語ったが、お
よそすべてが動物に対してするよ
りもはるかに酷かった。それはと
にかく恐ろしく、私にとって忘れ
られないものだった。

だが、私はスファートがこの恐
ろしいものを私に見せてくれたこ
とを感謝した。というのも私はそ
こから非常に多くのことを学んだ
からだ。それは一生私から離れる
ことはなく、私のミッションを遂
行することを決してやめさせな
かった。そのために私は教えをま
とめ上げ、真の人生の道を書き上
げ教え、今日に至っている。

これにはそれ以外の経験や体験
も寄与した。たとえばカッツェン
ゼーで私の代父に起きたことや、
メンデレスに関する事柄などであ
る。さて、堕落した悪質な人間（彼
らはアルコール中毒者や乱暴者で
ある必要はなく、単にサイコパス
であり、独善的、利己的、尊大で
独裁的でありさえすればよい）は、
常に自分が正しいと感じ、自分た
ちの同胞の上に立つことができ、
あれやこれや指図し、苦しめ、肉
体的および精神的に害し、馬鹿げ
た不遜なコメントで貶

おとし

めて、人々
に卑屈と屈従を刻み付けることが

許されると信じている。
そのような人間は実際に自分た

ちを彼らのすべての同胞より優秀
で頭が良いと思っており、したがっ
てまた彼らは他人を見下し、尊大
にも貶

おとし

めるように扱い、場合によっ
ては死に追いやり、それどころか
自ら命を奪うのである。

プター：残念ながらそれは非常に
多くの地球人に言えることだ。覆
すことのできない原則として精神
病質的要因はこれに関する態度全
体に結びついており、それはまさ
にこれらサイコパスの振る舞いと
なって現れるが、彼ら自身はそれ
を自覚することができない。なぜ
なら彼らは精神病質の他にも、さ
らに尊大で、虚栄心が強く、自信
過剰で、利己主義で、一種の誇大
妄想に陥っているからである。

それが原因となって、彼らは教
示されることがなく、ただ自分自
身の思い付き、行動および個人的
な振る舞いのみを受け入れ、他人
からもたらされること、他人が為
すことすべてを否定するのだ。

「私は専ら地球人について語ってい
る。というのも我々の民衆の間で
はその種の誤った態度は見られな
いからだ。なぜなら我々の教育コ
ンセプトによってこの種の形態は
幼年期に既に防がれ、すべての人
間の平等と平等な取り扱いなどが
教えられるからである」

この種の不遜に陥った地球人は
自分たちの思考と感情ならびに彼
らの同胞に対する態度において堕
落している。

彼らは自分ならば他人が何かを
手配し、操作し、指揮し、統率す
るより上手にすべてを形成し、指

揮し、実行できるという誤った自
信に陥っている。彼らは不遜にも
自分の意に沿って形成できないす
べてのものに文句をつける。

し た が っ て 彼 ら は 自 分 た ち の
知ったかぶりで、横柄で、僭

せんえつ

越で、
命令的で、専制的な振る舞いが及
ばないものは何もかも非難するの
だ。この場合、同胞に対しては全
体が奴隷扱いの形を取り、同胞を
誤って愚かで未熟であると査定し
弾劾してそのように扱う。

その一方で自分たちは頭が良く、
賢明で、あらゆる点で卓越してい
るという妄想を抱いている。この
種の人間は専制的で、病的に不遜
で、自分が誤りを犯すことのない
専門知識を備えた指導者であると
思い込んでいるが、本当はそうで
はない。

なぜなら彼らは同胞をその人格
と性格において、その思考・感情・
心的世界において、したがって、
その内的本質において、認識も理
解もしてないからだ。この場合、
彼らが心得ているのは、同胞を何
かしらの品位を汚すような形で抑
圧することだ。すなわち（君が毎
回言うように）「侮

ぶ べ つ

蔑的」に扱い、
自分では高いと思い込んでいるが、
その実欠点だらけの能力をひけら
かす。

要するに彼らは自分自身に関し
て は そ の 本 質、 態 度、 能 力、 手
腕、行動を自画自賛のために利用
し、同胞に対しては横暴に振る舞
い、貶

おとし

め、支配し、同胞とその仕
事、行動、行為、思考、感情、言葉、
その着想、実績、態度などを正当
に評価せず、自分自身を最高の称
賛レベルに高めて讃

さんたん

嘆させる人間
なのだ。

ここで彼らがもし自分たちがい
なければこの世界、家族、友情あ
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るいは知己、仕事、案件または事
業なども成り立たないか維持でき
ないという途方もない妄想を抱い
ていることは争う余地のない事実
であり、それは誇大妄想に基づい
ている。

ビリー：明確かつ明瞭だ、ありがと
う。もともと私は君が私の言葉に
これほど広範な回答を与えてくれ
るとは期待していなかったが、君
がそれについて少し詳しく語って
くれたのは良いことだと思う。

全体が多くの事柄を明らかにし、
問題になっていることや、自分の
家族に横暴を振るって恐怖に陥れ
る男に該当することも正確に述べ
ている。もっとも他の多くの地球
人も同類か似たようなものだが。

しかし今日私が一度君と話した
いと思っているのは別のことで、
それはあらゆる毒素、わけても除
草剤や殺虫剤から逃れるには、根
本的に何ができるだろうかという
ことだ。それらは農民や野菜栽培
農家だけでなく、多くの個人の花
や野菜の栽培者など、しかしまた
組織、会社、大企業、それどころ
か官庁によっても自然界に散布さ
れており、それによって動物相、
植物相が破壊される。

もちろんそれ以外にも一般人に
よって、しかし特に産業などによっ
てありとあらゆる目的に利用され
ている多種多様の毒素があり、そ
の結果として自然全体とその動物
相、植物相は重大な損傷、破壊お
よび壊滅に見舞われている。

しかもこうしたことのすべては
ただ必要なまたは不必要な製品を
作り出すために、地球を酷使する
ために、休暇とその他の娯楽、大
気や環境や景観を汚染し破壊する

あらゆる種類の旅行および輸送手
段、さらに同じ枠内に入る不必要
なモータースポーツなどに関する
地球の人間の贅沢と欲望を助長す
るために行われているのだ。

化 学 毒 性 物 質 は 世 界 中 に 約
１２００万種が存在しており、人間
の健康に非常に有害な作用を及ぼ
し、破滅的な場合は死を招く。さ
らにこれらの毒素によって自然と
全生命形態の世界も健康と生命に
関して損なわれ、破壊され、最後
には壊滅する。

毒素による健康上の障害が長引
けば長引くほどますます多くの種
類の植物、両生類と魚類、小動物、
爬虫類、動物、鳥類および生命に
欠かせないすべての昆虫が長期の、
または短期の衰弱を被り、最後に
は死に至る。そして動物、小動物、
家禽類および魚類などは飼育舎で
人間の食糧として飼育され、太ら
された末に屠殺されるが、それら
の肉は毒素や抗生物質で汚染され
た餌のため人間の健康にとって非
常に有害である。

これは人間に食糧として用いら
れる毒された肉が、人間に移行し
て同様に毒し、苦しめ、病気にし、
最悪の場合は長期の衰弱を引き起
こして、最後には、痛みに苦しむ
死に至らせることを意味する。

しかしこれは君たちの発言によ
れば、新鮮な生肉だけでなく、一
般の生ソーセージや保存用ソー
セージ製品や乾燥肉に加工された
場合でも起こる。

あらゆる種類と形態の肉に含ま
れている様々な毒素はすべて、人
間が頻繁に多量の肉を食べると、
最後には避けがたく癌腫瘍も引き
起こす性質がある。

肉は焼くと癌を引き起こす新し
い物質が発生することは知らされ

ていても、それは肉を焼いた場合
に限らないことは沈黙されている。

なぜなら生肉も、茹でても乾燥
によってもソーセージに加工して
も無害化できない様々な毒素に汚
染されており、そのため人間に苦
痛と病気を誘発するからである。

だが、これは肉だけに起こるの
ではなく、様々な毒素と接触する
すべての液果、野菜、果物および
すべてのトロピカルフルーツでも
起こる。しかしこの真実は生産者
も国の保健所も沈黙しており、微
量の様々な毒素（主に有害な昆虫
の病中害の発生を抑えるために使
用する殺虫剤、または雑草を枯ら
したり根絶やしにしたりするため
に使用する除草剤）は人間とその
健康にとって無害であり、したがっ
て微量ならば保健所によって許可
されると主張する。

しかもそれが、君の情報によれ
ばたとえマイクログラム［：１０００
分の１ミリグラム］という微量で
も人間およびいかなる生命形態に
とってもおよそ健康に有害である
にもかかわらずだ。

プター：その通りだ。というのもい
かなる種類の毒素も、当の毒素に
対する自然免疫を持っていなけれ
ば、他のすべての生命形態に対す
るのと同様に人間の生体にとって
も健康有害性があり、多量であれ
ば致命的である。飼料や抗生物質
などを通して肉に含まれた毒素は
焼いても煮ても、生ソーセージ製
品、保存用ソーセージ製品または
乾燥肉に加工してももはや分解さ
れないということについて言えば、
軽微な場合は生命の健康が、定義
できない苦痛によって損なわれ、
ひどい場合には明確に診断できな
い病気が生じ、最後には死に至る
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こともある。
たしかに生体から再び排出され

る毒性物質もあるが、完全に分解
されるということは決してあり得
ず、したがって微量はそのまま残っ
て苦しみを引き起こし、定義でき
ない病気を引き起こす。

し か し ま た ど ん な 種 類 の ソ ー
セージ製品を製造する際にも用い
られる有毒の人工添加物があり、
地球の食品製造にはＥ番号２５０（Ｅ
Ｕ食品添加物番号で日本では発色
剤として使用）という亜硝酸ナト
リウムが最も多く使われている。
これは非常に有害な添加物である。
E−２５０は、非常に多くの他の肉

製品に使われており、ソーセージ
製品だけでなく調理済み食品にも
含まれている。この E−２５０も発
癌性があるが、およそそれ以外の
多くの形態でも健康有害性がある。

というのもそれは比較的小量な
いし微量でも他の生命形態と同じ
く人間の健康によくないからだ。
E−２５０物質は肉を焼いたり、そ

の他加熱したり、網焼きしたりす
ると、ニトロソアミンが生成し、
それによって人体に対する害と発
癌リスクがさらに著しく高まるか
らだ。そしてこれはすべてのレト
ルト食品でも同じである。
E−２５０の他にも、人間を苦しめ、

病気にして衰弱させることが化学
的に懸念される食品添加物が数多
く存在する。そのような食品添加
物を挙げると（食品産業の行程に
よって直接添加されるのではなく、
農業や園芸によって添加されるも
のも含め）ネオニコチノイドと並
んで他のすべての種類の殺虫剤、
除草剤とその他の毒素が、耕地や
牧草地、果樹、液果畑、野菜畑、
穀物畑、ハーブ畑に無思慮に、さ
らに大農園の生産物にも散布され

ている。
この場合、住民も同じ枠組みで

行動し、同じ毒素を自分たちの家
の庭、花壇および歩道などに使っ
ているのは、毒素を製造する会社
や大企業が行う宣伝によって説得
された結果にすぎない。

全体を要約すると、今日では自
然界の動物相、動植相は、少なく
ともナノレベルの量の毒素で汚染
されており、汚染されていないも
のはもはや存在しない状況だ。

それは地球人にも降りかかって
いるが、この地球人についての恐
るべき事態を分析すると、非常に
多くの人間がナノレベルの量をは
るかに上回る量の毒素で汚染され
ている。そのため多くの人々が健
康障害に苦しんでいるが、医師は
苦痛や病気の本当の原因を診断で
きない。なぜなら医師にそのため
の能力がないからだ。

この観点を見るだけでも、ナノ
レベルまたはマイクロレベルの量
の微小毒性物が、健康に有害では
なく、それどころか生体から分解
されるなどという主張は、毒物学
の無責任な退けるべき嘘に他なら
ない。というのもそれは全くのま
やかしだからだ。

ビリー：これについて、つまり「ナ
ノ」について、多くの人間はこの
概念から始めることに抵抗がある
だろう。この概念は今日では本来
一般教養に属すべきであるとは言
え、多くの者はそれによって本当
は何が意味されているか思い描く
ことができないのではないかと推
測する。

一般的には「ナノ」という言葉
は極めて小さい量として理解され
ているに過ぎず、それがギリシャ
語で「小人」を意味する「nãnos」

言葉であり、今日用いられている
「ナノ」はある物理単位の１０−９乗
の量であることを意味する接頭語
で、「n」と表記されることは理解
されていない。

プター：それについて説明するのは
必要なことだろう。というのも一
般に地球人はそのような事実にか
かわり合わないからだが、それは
君がたった今述べたように一般教
養に属していないからである。

しかし、意見を求められたテー
マに戻ると、地球人は毒素が存在
しない未来のために尽力しなけれ
ばならない。というのは地球人と
全環境はさまざまな異なる経路で
危険な毒性のある有害物質と接触
するからである。

今日では除草剤と殺虫剤は農業
や野菜栽培などでますます多く使
用されている。たとえばプラスチッ
ク製造や子供の玩具に使用される
可塑剤も、缶詰用の缶に使用され
るビスフェノール Aも、化粧品に
使用されるホルモン作用のある化
学物質も地球人類の全て、ならび
に自然とその動物相・植物相、大
気およびすべての水域の全般的疾
患や毒性化を助長する。

これらすべての有害物質は毎日
地球人を取り囲み、その健康を脅
かしたり損ねたりしている。農業
と園芸の世界では主に除草剤だが、
しかし特にミツバチの死を引き起
こしたネオニコチノイドのような
ものもある。除草剤は殺虫剤に対
していわゆる雑草を除去する薬剤
であるが、生物学的に活性な化合
物として植物の物質代謝に様々な
形で介入する。

このようにして人間が散布する
ことにより植物または個々の植物
株を無責任に死なせる。この場合、
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除草剤によって植物だけでなく、
能動的な生命形態、たとえば昆虫、
様々な小動物と哺乳動物および鳥
類なども、より効率的な農業およ
び野菜栽培と自称する効用のため
に、あるいは雑草のない庭や緑地
のために殺虫剤によるのと同じよ
うに殺されていることは、毒の利
用者も製造者も気にかけない。

さらに悪いことに、様々な毒素
がもたらす作用はおよそその自然
全体の多様性をコントロールでき
ないという事実がある。なぜなら
それに必要な知識と技術的能力が
欠けているからである。

したがっていかなる種類の毒素
もすべて自然、動物相・植物相、
環境全体および地球人類にとって
非常に大きな危険となって現在に
至っている。というのはすべての
散布された毒素の残

ざ ん さ

滓が最終的に
食品内に存在し、日常品にも含ま
れ非常に多くの毒素が人間に多種
多様な疾患、たとえばアレルギー、
糖尿病、癌、視覚障害、めまいお
よび不妊などを誘発し、最後には
死に至らせるからだ。

ビリー：遺憾にも一方では毒素を製
造するメーカーによって、毒素の
使用およびそれが人間、自然とそ
の全ての動物相・植物相に与える
結果に関してすべてが嘘によって
些
さ じ

事に見せかけられており、普通
の人々はこの嘘を信じて無思慮に
あらゆる毒素を使用している。

したがって実に人類の大部分は、
周囲のすべて至るところで使用さ
れている毒素による汚染がもたら
されていることを気にすることが
なく、それを憂慮するのはごく少
数の人々に過ぎないのである。

そして、私自身の見るところ、
この毒性化は既に約一世紀前から

起きている。それは最初気づかれ
ずに始まったが、今では人間が何
千種類もの毒性化物質によって絶
えずますます汚染され、それによっ
てまた多様な苦しみと病気、衰弱
と死に見舞われていることが徐々
に認識されるようになってきてい
る。

そして全体の毒素の作用によっ
て既に前世期から主として農業と
園芸の世界における毒素の使用に
より、しかしまた官庁、鉄道会社
および空港事業者、大企業ならび
に個人などが毒素をありとあらゆ
る目的に無思慮で無責任に使用し、
それによって自然界における多種
多様な生命形態のたえまない死滅、
ひいては根絶が続いている。

農業や園芸の世界において、様々
な有害虫を食べることでコント
ロールしてきた昆虫を食す鳥類

4 4 4 4 4 4 4

は
ほとんど彼らの孵化地から駆逐さ
れ、または完全に根絶された。

こうしていろいろな鳥に営巣の
場を提供してきた、森周縁や沼

しょうたく

沢
地や耕牧地の灌

かん

木、低木つまり藪
やぶ

が無責任に皆伐され続けており、
さまざまな鳥類はもはや巣を作っ
て雛を育てることができない。

このことは牧草地、耕地、湿原、
沼、小川や河川の岸やヨシの中の
地面に巣を作る鳥にも同様に当て
はまる。というのはこれらの営巣
の可能性も既に幾重にも破壊され、
これからも破壊され続けるだろう
からだ。農業による牧草地の集約
的利用により年に３回ないし４回刈
り取りするだけでも、牧草地に巣
を作るすべての抱卵中の鳥は、今
後子孫を残す可能性が奪い取られ
るのだ。猛禽類もこの悲劇（実際
全体が悲劇であるが）によってひ
どく損なわれている。

それはまさに彼らの獲物の鳥や

ネズミなどが減少し続けているた
めに、新たな食糧源を探さなけれ
ばならないからだ。

そしてこの鳥類の絶滅に関する
最大の害悪は、鳥類の食糧源や昆
虫が殺虫剤によって殺され根絶さ
れて、自然界の羽根の生えた協力

4 4 4 4 4 4 4 4

者
4

がもはや食糧を見つけることが
できないという事実にある。

しかしまた、既に生存している
昆虫は除草剤や殺虫剤によって有
毒化されており、それらが他の昆
虫を食す昆虫や、鳥類、両生類、
爬虫類および脊椎動物などに食わ
れると、これらに死をもたらすと
いうのも事実である。したがって
これらの生命形態も人間の毒素狂
気の結果としてゆっくりと、しか
し確実に根絶される。

しかもこれらすべての毒性物質
が実際のところ人間に、環境全体
に、そして動物相・植物相にどれ
ほど広範囲にわたって作用してい
るかについては、ほとんど、ある
いは全く研究されておらず、した
がって人々に知られてもいないの
だ。

事実は、約１２００万種類の化学
毒性物質のうち「取り扱いの危険
な物質リスト」に載っているのは、
わずか約１５００種類の物質に過ぎ
ないということである。

そのうえ異なる２種類のホルモ
ン類似物質の合算は２［：１＋１＝２］
に等しくならないのである。これ
らの毒素の作用は、実際にはまさ
しく悪夢のような相乗作用もしく
は共同作用を起こすからであり、
１＋１の化学物質は、本来の量に対
して１６００倍に活性度が増す。

私の知る限りほとんどの化学製
品は今日までそれら毒素が人間の
健康に関する安全性についてテス
トされたことはなく、それらの産
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業上、軍事上の効用、ならびに抑制、
麻痺、殺傷、破壊・壊滅の効果に
関する作用だけにテストがされて
きた。そして私が君たちや研究論
文から知っている通り、毒性食品
アレルゲンの群は１００をはるかに
超える基礎物質からなり、それら
から多数の様々な交差毒素や混合
毒素が生じる。

環境汚染物質、たとえば大気汚
染物質または化学製品では同様の
割合を前提とすることができる。

貯蔵毒、すなわち生命形態など
の体内に集積もしくは貯蔵される、
つまり蓄積される毒素は、そのた
めに蓄積毒とも呼ばれ、すべての
生命形態の体を、生体からゆっく
りまたは素早く排出される毒素よ
りはるかに強く持続的に害する。

貯蔵毒もしくは蓄積毒に関して、
生命形態の新陳代謝はこの毒群を
分解することができない。そのた
め体はむしろ毒素を種々の器官お
よび器官系に収容もしくは「保管」
し、つまり貯蔵するよう強いられ、
その結果、体はそれらの毒素を集
積もしくは蓄積する。これはもち
ろん毒に対して免疫のない生命形
態だけに該当する。

だが、私がいま本来語ろうと思っ
ているのはそのことではなく、除
草剤および殺虫剤として自然とそ
の動物相・植物相を破壊し、人間
にも健康上の障害と苦しみを与え
て死をもたらす毒素のことだけで
ある。

基本的に両生類、爬虫類、昆虫、
魚類、動物、小動物および鳥類な
どは植物性または動物性の物質を
栄養として摂取できる。この場合、
特に昆虫の餌の多様性は非常に広
いので、これらのいずれかの生物
に食糧源として役立たない有機物
質はほとんど存在しないことは、

我々地球の昆虫学でも知られてい
る通りだ。

しかし動物性物質しか摂取しな
い昆虫も存在する。それらは肉食
昆虫または動物食性食昆虫と呼ば
れ、多数の昆虫種を含んでおり、
また捕食者として他の生きている
昆虫やその他の生命形態、あるい
はそれらの血だけを栄養にして生
きている。たいてい他の昆虫を栄
養とする昆虫は、原則としてそれ
らの獲物を殺してから食する。

通常これら昆虫は獲物自体より
大きいか、少なくとも同じ大きさ
である。しかしまたそのような昆
虫が宿主動物を殺すことなくその
一部を食う寄生生物のこともあり、
それらは原則として宿主動物より
小さい。しかしながら寄生生物が
成長の最終段階で自分たちの宿主
を喰う場合には、彼らもまた屍肉
食として自分たちの獲物を喰い、
たとえば「ツノグロモシデムシ」
のように、なによりも自分の幼虫
に供給するために屍肉を利用する。

この甲虫はそのすべての種と同
様に捕食性で、なによりもハエや
蚊の幼虫を栄養とし、新鮮な死肉
も喰う。ただしヨーロッパで最大
の在来種は、より大きい甲虫、た
とえばマグソムシも狩る。

ヨーロッパクロコオロギも本来
人間と同様に何でも食らう雑食性
であるが、小さい土壌動物や、死
骸となって地面に落ちた昆虫も喰
う。さらにヨーロッパ土着のコウ
モリにも触れておく。コウモリは
無数の昆虫の他に少なからぬ種類
のクモも食べる。彼らは飛んでい
る獲物を捕獲するだけでなく、ど
こか休める場所に止まった昆虫も
喰う。

しかしプター、話題から逸れる
のはよそう。というのも私はもと

もと除草剤や殺虫剤を排除するた
めに、君は何を推奨できるか聞こ
うと思っていたのだ。それらはナ
ンセンスなことに凄まじい数の地
球の人間によって使用され、それ
によって地球の動物相・植物相な
らびに人間に害毒を与えている。

自然界に多くの死を広め、多く
の種の生物を奇形化し、突然変異
させ、それどころか根絶する、こ
れらの毒素を少なくともいかなる
濫用からも締め出すために何がで
きるのか。この場合、私は既に何
度も言及したように、毒が言うま
でもなく多くの苦しみと痛みと衰
弱を誘発し、そして最後に死に至
る人間のことも忘れてはならない。

あらゆる種類の毒素について言
えば、これらは地球の化学者によ
り毒の濃度と毒の総和に分類され
ているが、これはばかげていると
思う。なぜなら私は、あらゆる種
類の毒素が濃縮して蓄積されるこ
とを君たちから聞いて知っている
からだ。

どうか、これについて少し説明
してもらえないだろうか。

プター：これについては（理解のた
めに）毒物学に関する若干の説明
が必要だ。毒素とは、生物によっ
て合成される、または人間によっ
て合成的もしくは人為的に、した
がって真正ではなく化学的、人工
的、人造的に、言い換えるとまさ
に不自然に作られる有毒物質であ
る。これは毒素とその作用に関す
る、また薬剤とその効用に関する
研究を行う科学的な分野である。

毒物学は、有毒の両生類、小動物、
昆虫、昆虫網、微生物、植物、爬虫類、
物質および動物など、また毒作用
の生理的メカニズムとその定量的
要因を扱う。毒素の化学的組成と
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作用の形態はほとんどがペプチド
またはタンパク質、もしくはタン
パク質化合物であり、その一部は
アルカロイド、特に植物毒素であ
る。

これらは様々な種類の植物と可
動生物もしくは生体によって自分
自身の防衛や餌食を麻痺させるた
めに作られる。彼らはその毒素に
よって他の生命形態の基本的な細
胞プロセスを妨害または損傷させ
る。

一部の細菌性毒素は、たとえば
リボゾームにおけるタンパク合成
を阻害する。ヘビの毒素を引き合
いに出せば、それらの多くはプロ
テアーゼ［：タンパク質分解酵素とい
うタンパク質の一種］もしくは他の
タンパク質を分解するタンパク質
であると説明される。

しかし君の質問に関して説明す
るならば、受容体における毒素の
特性にしたがって２種類の毒、す
なわち濃縮毒と総和毒が区別され
なければならないが、生体内に貯
蔵される微量の沈殿物による危険
性に関しても、その間接的および
直接的作用についても違いがある。

つまりいずれの種類も生体内に
ごくわずかな毒素が沈殿し、それ
に新しい物質が加わると蓄積して
いく。濃縮毒の場合は、受容体に
おける毒素の濃度が増すにつれて
作用が強くなる。

しかしながら毒素が、たとえば
呼気または物質代謝過程により（ブ
ロックされた受容体への侵害が起
きることなく）再び排出されると、
毒素作用も再び完全に静まる。し
かし地球の毒物研究において主張
されているように、生体内の毒素
が再び完全に分解されて全く作用
がなくなるというのは誤った推測
である。

すなわち実際のところ、ごく微
量の物質残

ざ ん さ

滓が生体内に残ってお
り、長期的に見るとそれが生体を
害することがある。しかしながら
これはまだ非常に欠陥ある地球医
学によって認識されることなく、
解毒によって治療することもでき
ない。

つまりあらゆる種類の毒素はど
んな生体内でも少なくとも極めて
微量で認識されず沈殿するのだと
いうことを、再度明確に強調しな
ければならない。

そして生体が引き続き同種また
は異種の毒素によって汚染される
と、ほんの微量の毒素が蓄積され
て濃縮し、時間が経つと別の不快
や苦しみを誘発する。この場合、
医師は（まさしく診断技術などに
関し未だ不十分であることにより）
苦しみの本当の原因を診断するこ
とができず、したがってこれを治
療することもできない。

さて、総和毒は、蓄積毒または
Ｃ・Ｔ毒とも呼ばれ、受容体に不可
逆的な変化を引き起こす毒性物質
である。その結果、作用物質が生
体から排出された後も毒性作用は
残り続ける。これにさらに毒素が
加わると、まだ残っている受容体
の一部が毒素分子によって再び不
可逆的に損なわれる危険があるが、
それはこのようにして個々の作用
が加算されることによるものであ
る。

毒素は様々な生命形態にとり一
回限りか、連続的か、または散発
的に摂取されうる可能性がある
が、いかなる場合も濃度は生成物
と曝

ば く ろ

露時間から生じる。これは受
容体つまり植物または何らかの可
動動物が特定の有害物質に曝

さら

され
ている時間のことである。有毒な
作用物質への曝露量が増すに連れ、

毒素に対して抵抗力がないすべて
の生体において中毒により健康障
害が生じる蓋

がいぜん

然性が避けがたく高
くなる。

君も知っている通り、ほとんど
すべての物質、したがって様々な
食品も、特定の用量もしくは分量
を超えると毒性と分類されるのだ。

ビリー：ビリーの質問。「曝
ば く ろ

露量と
は何を意味するのかね、おそらく
生体、たとえば人間が何らかのも
の、毒素の場合ならある分量の毒
素に曝

さら

されることかい？」

プター：その通りだ、曝露とは「曝
すこと」を意味するから。暴露量
とは一つの因子である。その因子
とは生体が曝されることである。

曝露量は、人間、生物、対象物
または何らかのものに作用するす
べての環境影響力の合計のことで
ある。

これらの影響は様々な形態、た
とえば生物学的な性質のものや、
化学的、ガス状または物理的な性
質のものであり得る。ここで医学
および毒物学の観点から見ると、
曝露は、あらゆる種類の生物が、
有害な環境影響力、たとえば化学
毒性を有する元素もしくは化合物、
あるいは雹

ひょう

、暑さ、寒さ、病原体、
騒音、霧、花粉、煙、雨、受粉、雪、
放射線または埃などによって生じ
る純粋に物理的な影響に曝される
ことを表す。

ただし曝露は必ず病気につなが
るとは限らない。だが、場合によっ
ては健康を害する作用または疾患
の原因となる。しかしながら逆に
曝露は、たとえば肉体や意識の規
則的活動において保護機能を持つ
こともある。この場合は、曝露は
肉体および意識・思考・感情・心
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の健全ならびに心臓血液循環に肯
定的に影響するのだ。

ビリー：説明をありがとう。それで
は次の質問に移ろう、毒素によっ
て排除されてほぼ根絶されたあら
ゆる種類の生物において、有害虫
などを駆除する目的で大量に養殖
して再び自然界に放す、特にあら
ゆる種類の穀物、野菜、漿

しょうか

果、果
実、薬草およびその他、人間によっ
て栽培された自然食品に対する有
害虫に作用して、これらを駆除す
る場所に放すというのは解決策に
なるのではないだろうか？

もちろんこの場合このために必
要なあらゆる種類の昆虫を食す生
命形態やその他の必要不可欠な有
害虫と戦う生命形態の養殖を厳重
に管理して、不均衡にならず自然
の均衡が生じるように、したがっ
ていずれかの生命形態が急激に増
えて災いをもたらすことがないよ
うにするのは当たり前だが。

しかしこれは時間のかかるプロ
セスであり、これに必要なすべて
の生命形態を再び養殖できるよう
になるまでには何十年も、それど
ころか最長二百年はかかるだろう。
だが、すべてが再び順調に行くよ
うになるまでにはさらに長い時間
がかかるだろう。これについて何
か言ってもらえないか？

プター：それは一番簡単な方法だろ
う。そのうえこのような形の自然
への回帰、つまり自然による有害
虫駆除の手段はおよそ存在する最
良の道となるだろう。

しかしまたその際に考慮すべき
は、実際にすべての除草剤と殺虫
剤、したがってすべてのネオニコ
チノイドを最終的に使用および流

通から引き上げ、これらの毒素を
製造している会社や大企業に今後、
生産を禁止し、これに関する生産
施設も閉鎖しなければならないと
いうことだろう。

殺虫剤を使う代わりに、クモ、
ヤマアリおよびその他のアリ、捕
食性のダニ、昆虫や有害虫を食う
両生類、爬虫類および哺乳類の飼
育、さらには昆虫を食す植物、あ
らゆる種類の食虫性つまり他の昆
虫を食う昆虫、さらにまた昆虫を
捕食する鳥類の飼育を工業的に行
うべきだろう。

ビリー：だが、私の知る限り昆虫を
食するすべての生命形態は食虫性
と呼ばれるが、それは間違ってい
るかい？

人間も、たとえばアフリカ、ア
ジア、中南米、しかしまた世界の
他の地域でも昆虫を食べる。いわ
ゆる文明世界、まさに先進工業国
でも昔から（そして今日でも）昆
虫や幼虫やミミズを人間の献立に
載せる努力がなされてきた。

西洋文化においてこれは昔から
常に付随現象であり、今日でもそ
うであるとは言え、「とても良い［：
食すことが］」などと言って人間か
ら吐き気を取り去る試みが繰り返
し行われている。

プター：もちろんそれは正しい。
と い う の も 昆 虫 を 食 す も の は

ギ リ シ ャ 語 に 由 来 す る 概 念 で
（ ビ リ ー の 注 釈： ギ リ シ ャ 語 ＝
ἔντομονéntomon「昆虫」および「昆
虫を食す」）、実際に昆虫を栄養に
する、もしくは食べることを意味
し、したがって昆虫を食すこれら
の生命形態は「食虫類」または「食
虫動物」と呼ばれる。

この場合、あらゆる成長段階ま

たは特定の成長段階の昆虫を栄養
にするものや、昆虫に寄生して生
きるものなど多くの生物が存在す
る。昆虫を食すものは（まさに昆
虫を食べる人間と並んで）様々に
分類され、いろいろな生命形態に
属しており、その中には線虫類［：回
虫など］、昆虫を食す昆虫ならびに
寄生動物として生きる昆虫、食虫
植物やキノコ、哺乳動物、ヒメバチ、
クモ、淡水魚類および鳥類がいる。

あらゆる種類の昆虫を食すもの
が地球人によって飼育され、生物
的な有害虫駆除［：生物農薬］として、
有害昆虫に対し使用されなければ
ならない。

というのも、これが性急にすべ
ての生命を有毒化して害を与え無
残な結末に追いやるネオニコチノ
イドおよびその他すべての殺虫剤
から解放されるための唯一の正し
い解決策だからである。

ビリー：私の理解においては、君
が言う自然への回帰は、まさしく
私がその前に言ったことだ。すな
わち有害な昆虫を捕食する捕食性
昆虫で、たとえばあらゆる種類の
ダニ、特に捕食性ダニ、テントウ
ムシおよび他の多くの食虫性昆虫、
さらにまたその他の生物、たとえ
ばスズメバチ、モンスズメバチ、
カマキリ、両生類、コウモリ、脊
椎動物、爬虫類および鳥類などで
も駆除ができることは、地球上に
あらゆる生命が誕生して以来、常
にそうだった。そして実際にこれ
は全体として昔から、あらゆる種
類の多くの有益生物が飛ぶ、這う、
這い回るまたは走る有害昆虫を大
量に捕食する形で起きている。し
かもこれは人間によって栽培され
たあらゆる種類の自然食品でも行
われている。
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これらの有用生物は、まさに鳥
類、様々な両生類と爬虫類、アリ、
魚、甲虫および様々な小型哺乳動
物である。

プター：ただし、これについて言っ
ておくと、ダニに始まり陸上およ
び水中昆虫を経て脊椎動物、両生
類、爬虫類、魚類、虫および鳥類
などに至るまでこれらすべての生
命形態において、農薬使用による
毒薬農業と野菜栽培の、またはそ
の集約農業および菜園経営により
生態学的破局が引き起こされてき
た。

しかしまたこれは牧草地、畑お
よび沼沢地の開発や汚染によって、
また水辺の森、灌木、低木および
森林の伐採によって、そして小川、
池、沼、湿原およびその他の湿地
の乾燥化によって生じた。

さらにこれには乾燥によるビオ
トープの破壊も含まれており、い
ま言ったすべての要因により動物
相と植物相で非常に多くのものが
破滅的に激減し、それどころか破
壊・壊滅されて、いま挙げたすべ
ての生命形態の非常に大きな部分
が取り返しのきかない形で死滅し、
あるいは更に死滅しようとしてい
る。

これは疑いの余地のないところ
で、私の確率計算によると残念な
がら引き続きそうなるだろう。

昆虫、たとえばスズメバチ、モ
ンスズメバチおよび他の昆虫を食
物として捕獲するすべての昆虫つ
まりプレデターに関して言うと…

ビリー：ちょっと待って。
中断してすまない。

君はプレデターと言ったが、そ
れはどういう意味だね？ラテン語
に は「Prädator： プ レ デ タ ー」 と

いう概念があり、それは私の知る
限りおよそ「Raub：捕食」または

「Räuber：捕食者」を意味する。し
たがって私はこの概念はおそらく

「Raubinsekten：捕食性昆虫」を意味
するのだと思うが。

プター：もちろんその通りだ。（百
科事典によるビリーの注釈：ラテ
ン語 praedatio「捕食」また捕食者）
というのも地球の生態学では生物
が、他のまだ生きている生物また
はその一部を栄養にする場合にそ
のように呼ばれる。この概念は、
一方では真のプレデター、つまり
自分の獲物もしくは宿主を殺す捕
獲者および捕食寄生者、他方では
専ら生きている獲物の一部を食う
が殺さない放牧者つまり草食者お
よび寄生者を含む。

だが、それで私が説明しようと
思ったのは、他の昆虫を捕獲する
捕食性の昆虫のほとんどが捕食性
昆虫つまり他の昆虫を栄養にする
昆虫だということである。これら
の捕食性昆虫のうちヨーロッパ圏
においては特に次のものが見られ
る。

トンボ、カマキリ、アメミカゲ
ロウ目［：脈

みゃくしもく

翅目］、ナンキンムシ［：カ
メムシ目］、鞘

しょうしもく

翅目［：甲虫、テント
ウムシなど］、膜

ま く し も く

翅目［：ハチ、アリ
など］、ムシヒキアブ［：ムシヒキア
ブ科に属する昆虫］、シリアゲムシ
目［：ガガンボモドキなど］、双

そ う し も く

翅目［：
ハエ、アブ、蚊など］。

捕食性昆虫は食物に到達してこ
れを食することができるために、
獲物を探して認識し、襲って獲物
を制圧しなければならない。

捕食昆虫のすべての器官、特に
感覚器官、脚および口器はこの行
程のために最適化されている。た
とえばトンボは狩の際に飛び回る

が、ゲンゴロウモドキは泳ぎ回り、
カマキリはじっと待っており、オ
サムシも走り回る。したがって食
物を探すのに、能動的または受動
的に行うことができるのだ。

ビリー：除草剤や殺虫剤を散布した
ことで、既に激減したため人間の
食物栽培で有害虫駆除などに対し
てもはや有効に機能できなくなっ
た鳥の世界のために、簡単に誰で
も何かすることができる。

そのように鳥の激減が起きてい
るのは、人間がますます多くの除
草剤や殺虫剤を投入しているから
であり、その結果、鳥類はますま
す食物を見つけることができなく
なって、当然のことながら毒素に
よって汚染される。

これは一方では直接的に毒素と
接触したときに起きるが、他方で
は毒素によって殺された昆虫など
を食し、毒性物質を生体内に吸収
することによって起こる。毒性物
質のために鳥は病気になり、最後
に衰弱して死ぬ、そして鳥は遅か
れ早かれ死滅もしくは根絶に至る。

それゆえ一般的に人間は責任あ
る方法で鳥類に一年を通して必要
な餌を与えることが必要である。

なぜなら鳥は餌をもう見つけら
れないか、ごくわずかしか見つけ
ることができないからだ。鳥への
餌やりは一年中必要であり、夏［：自
然に餌のある時期］であっても緊急
のさいには必要なのだ、すなわち
鳥は一年中餌を与えられなければ
ならないことは既に久しく争う余
地のない事実である。

それゆえ鳥の餌やりは冬の終わ
りに中止しなければならないとか
中止すべきだという広く行き渡っ
た見解に反して、鳥に餌を与える
ことは緊急に実施すべき必要性と
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なっており、これは自覚した責任
を有する人間なら誰でも引き受け
るべきことなのだ。その理由はま
さしく鳥の餌を一年中散布するこ
とによってのみ、鳥類の多様性の
維持に補足的に寄与できるからで
あり、それは人間の生命が存続で
きるためには絶対不可欠だからで
ある。ミツバチおよび無数の昆虫
や脊椎動物などを維持することも
同様である。鳥は夏季であっても
食物をますます見つけられなく
なっているか、または全く見つけ
られないでいるのだ。

このことは、多くの「清掃活動」
によってすべての沼沢地、耕地、
耕牧地、湿地および乾地など、お
よびまた森林および牧草地ならび
に全地帯から、その野草や種子植
物が取り除かれ根絶される場合に
も該当する。それらは自然界で鳥
や他の生物にとっても飼料の役割
を果たしている。残念ながらすべ
て除草剤を使って集中的に駆除さ
れ、その結果として植物が汚染さ
れて根絶されていない場合であっ
ても、耕地、山地、湿地、湿原、
葦
あしはら

原、岩地、沼地、乾地、および
牧草地の植物などが早期の頻繁な
刈り取りによって種子を撒く［：スイ
スは牧草地に花の種などを蒔く］こ
とがごく稀であるか全くなくなっ
た。それに加えて殺虫剤の使用に
より事実上すべての類および種の
昆虫（有用な昆虫も）の生息数が
減少、減退、縮小し、それどころ
か根絶された結果、全ての昆虫界
および全ての動物界において再び
回復できない不均衡が生じている。

そしてこれは家の庭でも農村部
でも都市部でも、「きれいにされ
て」単一栽培が行なわれ、しばし
ば種に乏しく生態学的に貧弱に形
成された場合に起こる。その結果、

鳥たちはそのような家の庭や大規
模な造園業にしばしば空しく無駄
に食糧を探すのだ。いわゆる観賞
用庭園でも好んで多量の毒素が投
入され、生態学的に完全に死んだ、
あるいは少なくともほとんど死ん
だ環境が作り出されている。

これについて私がなおも言いた
いのは（たしかに良くそのことを
説明する必要がある）、多くの人間
はよく種について語るが、その前
に類もしくは属と呼ばれる種属が
置かれていることは知らない。

類つまり属もしくは種属は生物
学的な分類学の階層における序列
であり、属は種の前もしくは上に
あるが、科の下に位置する。一つ
の属は単一の種を含むことができ、
その場合は単型［：モノタイプ］であ
る。

しかし一つの属に多数の種が含
まれている場合は多型である。さ
て、鳥の世界に戻ると、春から秋
にかけて繁殖のストレスに曝され
る多くの鳥種は窮地に陥る。なぜ
なら鳥たちは雛のための食物をも
はや見つけられないからだ。それ
ゆえこの関係からも、人間が鳥類
のために一年中にわたり十分な飼
料を散布することは極めて必要か
つ重要なことなのだ。

このことは有害虫などの駆除に
役割を果たす有用な昆虫や脊椎動
物などにとっても重要なのだ。し
かしまた多種多様な植物や果樹の
受粉についても当てはまる。

鳥類や有用な昆虫など同じ枠内
に入る脊椎動物に一年中餌を与え
ることは、自然全体とその植物相
と動物相を助ける。それどころか
一年中餌をやることは、多くの種
の鳥でポジティブに作用して、明
白に高い孵化率を達成する。また
より多くの質の高い卵を産み、さ

らにまた自分たちの雛をより良好
に育てることができ、はるかに高
い血統を達成することができる。

これらのことは私が１９６９年以
来、一方では観賞用の鳥類を飼育
し、いまも引き続き飼っているが、
他方では野鳥に１年中餌をやって
観察した事実である。

私はまた十分な営巣場所を提供
されると鳥の孵化密度が増し、そ
の際に人工の巣箱や灌木および低
木、その他の草むらが、鳥に極め
て有利に影響を与えることを確認
した。我々が野鳥のために長期に
わたり一年中餌をやる餌場を設け
たら、様々な種の多くの鳥が観察
されることは珍しくなく、なかに
はいくつかの渡り鳥もいる。それ
らは気候温暖化のためにますます
早く頻繁に我々のもとへ帰ってく
るのだ。

私が過去４０年間にえさ台とセ
ンター敷地内で観察した渡り鳥は、
セキレイ、アトリ、ツグミ、ウソ

（弾
だんきんちょう

琴鳥）、キクイタダキ、ノドジ
ロムシクイ、アオカワラヒラ、カ
ンムリガラカッコー、ムシクイ、
コマドリ、ジョウビタキ、コウラ
イウグイス、インドハッカ、ゴシ
キヒワ（五色鶸）、ハジロマユヒタ
キ、ミソサザイおよびチフチャフ
だった。たしかこの他にも２、３種
類いたが、いまは思い出せない。

センターのえさ台やセンター敷
地内、センターのビオトープには
土着の鳥もやって来る。そこで私
は多くの様々な鳥を見かけたり観
察したりした。それらはクロウタ
ドリ、ズアオアトリ、アカゲラ、
カササギ、カケス、キクイタダキ、
ヨーロッパアオゲラ、オオタカ、
ゴジュウカラ、ワタリガラスおよ
びハシボソガラス、さまざまなシ
ジュウカラ、トビ、アカトビ、ツ
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ノメドリ、アオサギ、クマゲラ、
ハイタカ、スズメおよびホシガラ
ス、コキジバト、さらにはマガモ
などである。残念ながらヒバリは
いないが、それは集約農業のため
に、地面に巣を作る鳥が利用でき
るだけの高さのある草地がもはや
ないからだ。ツバメも残念ながら
天気の良いときにごく稀に上空で
昆虫を追いかけているのを見るこ
とができるだけだ。

もちろん動物も観察することが
できた。それらはアシナシトカゲ、
リス、アナグマ、キツネ、数年に
一度戻ってくる５頭のシャモア、
華美なシカ、オオヤマネコ、テン、
ノロシカおよびリーボック、イタ
チ、イイズナ、そして２０１５年
１０月１６日２０時３５分に素晴らし
いオオカミも。

しかし話がそれたので再び鳥の
世界に戻る。要するに野鳥に一年
中餌やりすることは私の考察と観
察によればいかなる難点もなく、
私が１９６９年から今日まで繰り返
し認識してきたように顕著な利点
のみである。

私の見解では、基本的に責任感
を有する全ての人間によって目標
を定めた長期的に有効な戦略が実
現されなければならず、鳥の世界
全体、動物相、植物相および生態
系にとって死活的に必要な昆虫界
ならびに脊椎動物界など、そして
また全体として全ての必要な植物
の生物学的多様性が再び育成［：回
復］されなければならない。

自然界全体の機能は人間の罪に
よりその機能が著しく損なわれ、
それどころかほとんど破壊されて
しまった。

したがってそれはすべての未来
に向けて再構築されなければなら

ず、促進し維持されなければなら
ない。その場合、鳥に一年中餌を
やることは、既に言ったように小
さな補完的な寄与に過ぎない。

全ヨーロッパで（およびアメリ
カとカナダでも）種の豊富な土着
の鳥の世界が非常に損害を被り、
今日著しい種の消滅が記録されて
いる。これらすべてのことから、
責任感をもって鳥に一年中餌をや
ることは、除草剤および殺虫剤の
製造および散布を全面的に禁止す
ることと同じく緊急に必要なこと
なのである。

そのような措置がこの忌まわし
い問題の最終的な解決にはならな
いが、鳥の世界を保護し、種の多
様性を維持するための貴重な貢献
に相当する。しかし全ての野鳥や
有用な昆虫や脊椎動物などの自然
の生息圏が回復されるように真剣
に取り組んで行動しなければなら
ず、その際に一年を通じて鳥に餌
をやることはそのための有意義な
補完である。

餌を与える際に注意すべきは、
鳥には残飯を餌として与えてはな
らないということである。という
のもそのようなものはハシボソガ
ラスとワタリガラスのみに食わせ
るべきだからである。

オオガラスとカラスの類は、私
の知る限り四十四種あり、ヨーロッ
パでは主としてワタリガラスとハ
シボソガラス（嘴細烏）およびハ
イイロガラス、さらにまたミヤマ
ガラスとコクマルガラスが生息し
ている。

総じて世界中で見ると約百十種
類存在する。さらに１９９０年代の
終わりからヨーロッパにイエガラ
スも見られるようになったが、そ
れらは（私の記憶に間違いなけれ
ば）オランダに帰化した。オオガ

ラスは大型の鳥だがカラスは小型
の鳥で、一緒に「カラス属」を形
成し、全体として「カラス科」と
呼ばれる鳥に属している。オオガ
ラスとカラス以外の野鳥には残飯
を餌として与えてはならず、良質
の撒き餌のみ与えるべきである。
これはヒマワリの種と麻の実を多
く含み、穀物は含まないが多くの
オートフレーク、しかしまた皮を
むいたラッカセイ、および凍結を
防止したヤシ油、キビを含む。場
合によってはトウモロコシの団子
状えさ［：バードケーキ］を与えるが、
これはちゃんとした露地物の飼料
が十分ない場合だけついばむよう
にする。

鳥にはパンを与えるべきでない
という話も、昔ながらの鳥類学者
の作り事だ。餌を自分で作る場合
に塩を加えてはならないという話
も同様である。なぜなら本当は鳥
も他のすべての生命形態と同じく
塩を必要とするからである。

肉も一部の鳥類にとって非常に
重要である。したがって様々な野
鳥に夏と冬の通常の露地物の飼料
に加えて固形チーズもしくは硬質
チーズ小片やソーセージ製品を与
えてもよい。これらは鳥の種類に
応じて（シジュウカラおよび他の
鳴
めいきんるい

禽類によっても）食べられ、雛
の飼育にも用いられる。これに関
しては我々がここセンターでおよ
そ四十年間経験し、それが野鳥に
とって非常に良く、野鳥は絶えず
増え続けるのを見てきた。
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小冊子「何故どの様に人間の中に悪が始まるのか」についてのご案内

人間の中に悪が根を張り、そして育つ過程を詳しく

解説してくれています。

この小冊子はＦＬＪによる平

易な日本語で分かりやすく校

正作業を行いました。

大変ご紹介が遅くなりました

が、配布準備ができておりま

す。

　配布価格　２００円　　

抜粋

　悪は（同様に善もまた）、何らかのごく些細なことで

人間の中に始まる。悪に関して、それは何らかの小さ

な、ごく些細で、ほんの僅かなきっかけであり、その

きっかけは、人間が節度を失い自らの内に憎しみを作

り出し、復讐と報復を実行し乱暴者、凶暴な者、犯罪者、

犯罪を行う者、拷問吏、人種差別主義者や人間嫌いな者、

信仰する者、そして殺人者にまでなる。

　全体は全く普通の人間にも当てはまり、もし彼らが

自分自身の中で十分に成長しておらず情緒不安定で不

均衡で、批判眼がなく、さらに彼らの悟性、ならびに

理性が自分自身と自らの思考、感情、行動と行為を決

定的にコントロールして、それらを論理的に査定する

能力がなければ、それは当てはまるのだ。

小冊子「めい想と人生自体が最良の教師である」についてのご案内

めい想が人生をより豊かにし、めい想行為と生活と

の関係、人生と関係について解説しています。

この小冊子はＦＬＪによる平

易な日本語で分かりやすく校

正作業を行いました。

大変ご紹介が遅くなりました

が、配布準備ができておりま

す。

　　配布価格　２００円

抜粋

　規則的な毎日の瞑想と、人生の日々の経験および体

験により、非常に多くの貴重な認識を得ることができ

る。瞑想に関して毎日実践できるものは数多くあるが、

そのうち特に重要な三種類の瞑想が挙げられる。最初

の瞑想は集中瞑想で、この瞑想によって意識の平穏が

生み出される。次の瞑想は分析瞑想であり、瞑想的に

分析される全ての事柄に関してより深い洞察が生じる。

これはたとえば自分の自我と同胞の自我を区別するこ

とや、同胞や全ての生物そして、あらゆる事物の相互

的な依存関係に関わる洞察である。第三番目の種類の

瞑想は共感瞑想であり、この瞑想で自分自身と同胞と

全ての生命形態に対する共感がしさい細に観察・評価

され、さらに生み出される。

Meditation
und das Leben selbst
sind die besten Lehrer

Sich am Ende meditativ
über alles freuen

Meditation
und die Zeit danach

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

Meditation
und das Leben selbst
sind die besten Lehrer

Sich am Ende meditativ
über alles freuen

Meditation
und die Zeit danach

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

Meditation
und das Leben selbst
sind die besten Lehrer

Sich am Ende meditativ
über alles freuen

Meditation
und die Zeit danach

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

Meditation
und das Leben selbst
sind die besten Lehrer

Sich am Ende meditativ
über alles freuen

Meditation
und die Zeit danach

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

瞑 想 と
人 生 自 体 が

最 良 の 教 師 で あ る

最 後 に は 瞑 想 で
全 て に 喜 び を お ぼ え る

瞑 想 と
そ の 後 の 時 間

著＜ビリー＞エドゥアルト・アルベルト・マイヤー

Wie und warum das Böse im
Menschen beginnt

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

何 故 ど の 様 に
人 間 の 中 に 悪 が 始 ま る の か

Wie und warum das Böse im
Menschen beginnt

von ‹Billy› Eduard Albert Meier

著＜ビリー＞エドゥアルト・アルベルト・マイヤー


